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山
名
家
傳
記
巻
之
一

山
名
家
先
祖
譜
傳

一
、
抑
山
名
家
は
清
和
源
姓
に
し
て
新
田
一
流
の

豪
家
な
り
本
国
上
野
国
緑
埜
郡
山
名
の

庄
な
り

一
、
人
皇
五
十
六
代
の
帝
を
清
和
天
皇
と
申
す

御
諱
は
惟
仁
と
言
う
五
十
五
代
の
帝
文
徳
天
皇

い
み
な

第
四
の
皇
子
な
り
御
母
は
皇
太
后

藤
明
子
と
言
う
太
政
大
臣
藤
原
の
良
房
公

の
女
な
り
染
殿
后
と
称
す
天
安
二
年
戊

寅
十
一
月
七
日
に
即
位
あ
り
時
に
九
歳
な
り

貞
観
十
八
丙
申
年
十
一
月
廿
九
日
に
位
を
皇
太

子
貞
明
に
譲
り
給
う
元
慶
三
年
己
亥
五
月

八
日
に
落
飾
あ
り
法
諱
素
貞
と
言
う
戒
師
は

ほ

う
い

宗
縁
僧
正
な
り
同
四
年
庚
子
十
二
月
四
日
円
覚

御
諱

道
康

山
名
家
伝
記

巻
の
一

山
名
家
先
祖
譜
傳

一
、
抑
も
山
名
家
の
本
姓
は
清
和
源

氏
に

し
て
、

新
田
氏

流
の
豪

（
高
）
家
也
。
本
国
は
上
野
国

緑
埜
郡
山
名
庄
（
群
馬
県
高
崎

市
山
名
町
）
也
。

一
、
人
皇
五
十
六
代
・
清
和
天
皇
の

諱
（
在
世
中
の
名
、
水
尾
天
皇
）

を
惟
仁
と
言
う
。
先
帝
（
五
十

六
代
）
文
徳
天
皇
（
諱
は
道
康
）

の
第
四
皇
子
也
。
母
は
藤
の
明

子
と
言
い
、
太
政
大
臣
藤
原
良

房
公
の
娘
で
、
染
殿
后
と
称
す
。

天
安
二
年
（
８
５
８
）
戊
寅
十

一
月
七
日
、
九
歳
で
即
位
し
、

貞
観
十
八
年
（
８
７
６
）
丙
申

十
一
月
二
十
九
日
に
皇
太
子
・

貞
明
（
陽
成
天
皇
）
に
譲
位
。

元
慶
三
年
（
８
７
９
）
己
亥
五

月
八
日
に
宗
縁
僧
正
に
就
き
出

家
し
、
法
名
を
素
貞
と
言
う
。

（
水
尾
を
隠
棲
の
地
と
し
寺
を

建
立
中
、
発
病
し
、
粟
田
）
円

覚
寺
に
て
元
慶
四
年
（
８
８
０
）

庚
子
十
二
月
四
日
に
円
覚
寺
に

て
崩
御
。
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寺
に
お
い
て
崩
御
あ
り
粟
田
山
白
河
陵

に
葬
り
御
骨
を
水
尾
山
の
陵
に
斂
め
て

お
さ

水
尾
天
皇
と
謚
す
後
に
改
め
て
清
和
天
皇

お
く
り
な

と
謚
す
天
下
を
治
め
給
う
事
十
八
年
な
り

お
く
り
な

此
帝
皇
子
皇
女
凡
て
十
八
人
あ
り

す
べ

一
、
貞
純
親
王

四
品

中
務
卿

親
王
貞
純
は
清
和
天
皇
第
六
の
皇
子
に
し
て

御
母
は
神
祇
伯
中
務
太
輔
棟
貞
王
の
女
な
り
貞

観
十
六
年
甲
午
三
月
十
三
日
に
降
誕
あ
り
元
慶

六
年
壬
寅
十
一
月
五
日
に
元
服
あ
り
四
品
に
叙
し

兵
部
卿
に
任
ず
一
条
大
宮
の
桃
園
宮
に

住
し
給
う
に
よ
り
て
桃
園
親
王
と
称
す

後
に
中
務
卿
に
任
じ
常
陸
上
総
等
の
太
守

と
な
り
給
う
右
大
臣
源
能
有
公
の
女
を
娶

り
室
家
と
し
給
う
能
有
公
は
文
徳
天
皇
の

栗
田
山
陵
に
て
荼
毘
に
付
し
、

遺
骨
を
水
尾
陵
に
お
さ
め
て
、

水
尾
天
皇
と
謚
す
。
後
に
清
和

天
皇
と
改
め
て
謚
さ
れ
る
。

在
位
は
十
八
年
、
皇
子
皇
女
は

十
八
人
あ
り
。

一
、
貞
純
親
王

四
品

中
務
卿

貞
純
親
王
は
清
和
天
皇
の
第
六

皇
子
。
母
は
神
祇
伯
・
中
務
大

輔
・
棟
貞
王
（
第
五
十
三
代
・

桓
武
天
皇
の
孫
）
の
娘
。

貞
観
十
六
年
（
８
８
２
）
甲
午

三
月
十
三
日
に
誕
生
。

元
慶
六
年
（
８
８
２
）
壬
寅
十

一
月
五
日
に
元
服
し
四
品
（
親

王
の
位
階
第
四
番
目
）
に
叙
し

兵
部
卿
に
任
命
。

一
条
大
宮
の
桃
園
宮
に
住
し
桃

園
親
王
と
称
さ
れ
る
。

後
に
中
務
卿
に
任
命
さ
れ
、
常

陸
・
上
総
等
の
太
守
を
務
め
る
。

（
上
総
・
常
陸
・
上
野
は
親
王

の
任
国
。
そ
れ
ら
の
国
の
守
を

大
守
と
言
う
）

右
大
臣
・
源
能
有
公
の
娘
（
源

柄
子
）
を
娶
り
室
と
す
る
。
能

有
公
は
（
第
五
十
五
代
）
文
徳

天
皇
の
子
（
清
和
天
皇
の
兄
）

に
し
て
武
芸
に
通
じ
た
る
親
王
。
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御
子
に
て
弓
馬
の
芸
に
達
せ
ら
る
親
王

其
業
を
受
継
て
射
騎
の
礼
式
に
達
し

給
う
是
に
よ
り
て
勅
あ
り
て
月
華
門
院
の

白
幡
を
給
る
延
喜
十
六
年
丙
子
五
月
七
日
に
薨

去
あ
り貞

純
親
王
に
二
子
あ
り
長
男
は
経
基
王

な
り
次
は
経
生
と
言
う
越
後
守
に
任
ず

一
、
経
基
王

正
四
位
上

左
衛
門
権
佐

経
基
王
は
貞
純
親
王
の
長
男
に
し
て
寛
平

七
年
乙
卯
二
月
十
五
日
に
桃
園
宮
に
お
い
て
誕
生

あ
り
母
は
右
大
臣
源
能
有
公
の
女
な
り
貞

純
親
王
清
和
帝
第
六
の
皇
子
た
る
を
以
て

世
の
人
経
基
王
を
称
し
て
六
孫
王
と
い
う

延
喜
九
年
己
巳
十
月
五
日
に
常
寧
殿
に

貞
純
親
王
も
（
同
じ
く
）
そ
の

業
を
受
け
継
ぎ
て
、
武
道
の
礼

式
に
深
く
通
じ
、
天
皇
よ
り
月

華
門
院
の
白
旗
を
下
賜
さ
れ
る
。

喜
十
六
年(

９
１
６)

丙
子
五
月
七

日
に
逝
去
。

貞
純
親
王
に
二
子
有
り
、
長

男
は
経
基
王
、
次
は
経
生
と

言
い
越
後
の
守
を
務
め
る
。

一
、
経
基
王

正
四
位

左
衞
門
佐

経
基
王
は
貞
純
親
王
の
長
男
に

し
て
、
寛
平
七
年
（
８
９
５
）

乙
卯
二
月
十
五
日
に
桃
園
宮
に

て
誕
生
。
母
は
右
大
臣
源
能
有

公
の
娘
な
り
。

貞
純
親
王
は
清
和
天
皇
の
第
六

皇
子
の
故
に
、
世
の
人
は
経
基

王
を
六
孫
王
と
言
う
。

延
喜
九
年
（
９
０
９
）
己
巳
十

月
五
日
に
常
寧
殿
に
て
元
服
し
、

正
六
位
に
叙
し
、
左
馬
助
を
拝

命
、

源
の
朝

臣
姓
を

賜
る
。

（
臣
籍
降
下
）
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お
い
て
元
服
あ
り
正
六
位
上
に
叙
し
左
馬

助
に
任
じ
始
め
て
源
朝
臣
姓
を
賜
わ
る
天
慶

三
年
庚
子
の
春
に
平
将
門
追
討
と
し
て

右
衛
門
督
藤
原
の
忠
文
を
征
東
将
軍
と
し

経
基
王
を
副
将
軍
と
し
て
節
刀
を
賜
る

よ
り
て
関
東
に
下
向
あ
り
駿
河
国
清
見
ヶ

関
に
至
る
の
日
に
関
東
に
お
い
て
武
蔵
守

藤
原
秀
郷
陸
奥
守
平
貞
盛
等
将
門
を

誅
罰
す
る
の
よ
し
を
告
来
る
に
よ
り

て
帰
洛
あ
り
是
よ
り
先
に
経
基
王
武
蔵

の
国
司
た
る
時
に
国
府
に
在
留
の
時
に

将
門
が
叛
逆
の
相
あ
る
事
を
察
し
て
彼

を
誅
伐
せ
ん
事
を
奏
聞
有
と
い
え
ど
も
い
ま

だ
事
の
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
以
て
勅
許
な

し
承
平
年
中
よ
り
将
門
逆
意
を
関

東
に
振
う
に
よ
り
て
経
基
王
の
才
智
を

天
慶
三
年
（
９
４
０
）
庚
子
の

春
に
平
将
門
追
討
の
為
に
、
右

衛
門
の
督
・
藤
原
忠
文
を
征
東

将
軍
と
し
、
経
基
王
は
副
将
軍

と
し
て
天
皇
よ
り
節
刀
（
節(

し

る
し)

の
刀
）
を
賜
る
。

関
東
へ
向
か
う
途
中
、
駿
河
国

清
見
ヶ
関
に
至
り
武
蔵
守
・
藤

原
秀
鄕
、
陸
奥
守
・
平
貞
盛
等

が
平
将
門
討
伐
の
知
ら
せ
を
受

け
て
帰
京
す
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
経
基
王
が
武

蔵
国
司
と
し
て
赴
任
の
折
（
承

平
八
年
・
９
３
８
）
、
平
将
門

謀
反
の
予
兆
を
覚
り
、
将
門
追

討
を
上
奏
す
る
も
、
未
だ
確
証

乏
し
く
勅
許
は
降
り
ず
。

承
平
年
中
よ
り
、
関
東
で
振
る

う
平
将
門
の
逆
心
を
察
し
た
経

基
王
の
才
知
を
賞
し
て
従
四
位

下
に
叙
せ
ら
れ
る
。
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賞
美
あ
り
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
る
同
年

六
月
に
伊
予
大
掾
藤
原
純
友
を
誅
伐
の

為
に
参
議
小
野
好
古
を
大
将
軍
と
し
経
基

王
を
副
将
軍
と
し
て
筑
紫
に
差
下
さ
る

不
日
に
純
友
を
誅
伐
あ
り
て
同
八
月
に
帰

京
あ
り
軍
功
の
賞
と
し
て
正
四
位
下
に
叙
し

大
宰
大
弐
に
任
ぜ
ら
る
経
基
王
は
和
歌
を

能
し
天
性
武
略
に
達
し
父
の
業
を
継
て

弓
馬
の
道
に
長
ぜ
ら
る
是
に
よ
り
て

村
上
天
皇

の
勅
蒙
り
陸
奥
守
に

任
じ
鎮
守
府
将
軍
に
補
せ
ら
る
天
徳
二

年
戊
午
十
一
月
廿
四
日
に
西
八
条
の
館
に
お
い
て

逝
去
あ
り
即
ち
館
の
辺
に
池
あ
り
此

所
に
廟
所
を
建
て
大
通
寺
遍
照
心
院
号

す

経
基
王
に
八
男
一
女
あ
り
長
男
は
左
馬
頭

同
年
（
天
慶
三
年
・
９
４
０
）

六
月
、
伊
予
大
掾
・
藤
原
純
友

誅
伐
の
為
、
参
議
・
小
野
好
古

を
大
将
軍
に
、
経
基
王
を
副
将

軍
に
筑
紫
に
派
遣
さ
れ
る
。

程
な
く
、
純
友
の
成
敗
な
っ
て
、

八
月
に
帰
京
。
こ
の
軍
功
に
よ
っ

て
正
四
位
下
に
叙
し
、
太
宰
大

弐
（
太
宰
府
の
次
官
）
に
任
命

さ
れ
る
。

経
基
王
は
和
歌
を
能
く
し
、
天

性
の
武
略
に
通
じ
、
父
・
貞
純

親
王
譲
り
の
武
道
に
長
じ
る
が

故
に
村
上
天
皇
（
諱
・
成
明
）

の
勅
を
受
け
陸
奥
守
に
任
命
さ

れ
、
鎮
守
府
将
軍
に
補
任
さ
れ

る
。

天
徳
二
年
（
９
６
１
・
応
和
元

年
）
戊
午
十
一
月
二
十
四
日
西

八
条
の
館
に
て
逝
去
。
館
の
側

に
池
（
龍
神
池
）
が
有
り
、
そ

こ
に
廟
所
を
建
て
、
大
通
寺
遍

照
心
院
（
現
・
六
孫
王
神
社
）

と
言
う
。

経
基
王
に
八
男
一
女
あ
り

御
諱

成
明
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満
仲
な
り
次
は
左
衛
門
尉
満
政
次
は

武
蔵
守
満
季
次
は
右
衛
門
尉
満
快

次
は
下
野
掾
満
実
次
は
出
羽
介
満
正
次
は

上
総
介
満
生
次
は
山
城
守
満
重
と
い
う

と
も
に
子
孫
繁
栄
な
り
女
子
は
従
五

位
下
源
元
高
の
妻
な
り

一
、
満
仲

正
四
位
下

左
馬
権
頭

満
仲
は
鎮
守
府
将
軍
経
基
王
の
嫡
子
に

し
て
延
喜
十
二
年
壬
申
四
月
十
日
に
西
八
条
の

館
に
お
い
て
誕
生
あ
り
母
は
武
蔵
守
藤
原

敦
有
の
女
な
り
延
長
四
年
丙
戌
に
元
服

あ
り
正
六
位
に
叙
し
左
馬
助
に
任
ず
安
和
三

年
庚
午
三
月
に
摂
津
守
に
任
ぜ
ら
れ
内

昇
殿
を
聴
さ
る
満
仲
父
祖
の
業
を
継
て

ゆ
る

弓
馬
に
達
し
武
略
に
長
ず
る
を
以
て
大
内

お
お
う
ち

①
長
男
は
左
午
頭
・
満
仲
。

②
次
は
左
衞
門
尉
・
満
政
。

③
次
は
武
蔵
守
・
満
季
。

④
次
は
右
衞
門
尉
・
満
快

⑤
次
は
下
野
掾
・
満
実
。

⑥
次
は
出
羽
介
・
満
正
。

⑦
次
は
上
総
介
・
満
生

⑧
次
は
山
城
守
・
満
重
。

共
に
子
孫
繁
栄
。
女
子
は
従
五

位
下
・
源
元
高
の
妻
な
り
。

一
、
満
仲

正
四
位
下

左
馬
権
頭

満
仲
は
鎮
守
府
将
軍
・
経
基
王

の
嫡
子
に
し
て
、
延
喜
十
二
年

（
９
１
２
）
壬
申
四
月
十
日
に

西
八
条
の
館
に
て
誕
生
。
母
は

武
蔵
守
・
藤
原
敦
有
の
娘
。

延
長
四
年
（
９
２
６
）
丙
戌
に

元
服
。
正
六
位
に
叙
し
、
左
馬

介
に
任
命
さ
れ
る
。

安
和
三
年
（
９
７
０
）
庚
午
三

月
、
摂
津
守
に
任
命
さ
れ
宮
中

清
涼
殿
へ
の
参
内
が
許
さ
れ
る
。

（
五
位
補
任
）

満
仲
公
も
父
祖
譲
り
で
武
芸
に

通
じ
、
武
略
に
秀
で
て
い
た
為
、

大
内
（
内
裏
・
御
所
）
守
護
を

任
さ
れ
、
摂
津
川
辺
郡
多
田
庄

（
兵
庫
県
川
西
市
多
田
）
に
領

地
を
賜
る
。
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の
守
護
た
る
べ
き
の
勅
命
を
蒙
り
摂
州
河

辺
の
郡
多
田
庄
を
賜
る
天
禄
元
年
庚
午

三
月
十
五
日
に
多
田
圧
に
来
り
住
せ
ら
る
同

二
年
辛
未
に
多
田
庄
に
一
寺
を
建
て
鷹

尾
山
法
華
三
昧
院
と
名
く

寛
和
二

年
丙
戍
八
月
十
五
日
に
落
飾
あ
り
て
法
名
を

満
慶
と
号
す
長
徳
三
年
丁
酉
八
月
廿
七
日
に

逝
去
あ
り
三
昧
院
に
葬
む
る

満
仲
に
十
男
一
女
あ
り
長
男
は
摂
津
守

頼
光
と
云
う
美
濃
源
氏
の
大
祖
な
り

次
は
大
和
守
頼
親
と
い
う
大
和
源
氏
の

大
祖
な
り
次
は
河
内
守
頼
信
嫡
流
相

続
な
り
次
は
武
蔵
守
頼
平
次
は
左
衛
門
尉

頼
範
次
は
山
城
守
頼
明
次
は
帯
刀
長
頼

貞
次
は
法
眼
円
覚
次
は
阿
闍
梨
頼
尋
と

い
う
女
子
は
中
将
藤
原
の
頼
親
妻
な
り

今

の
多
田

院

是

な
り

天
禄
元
年
（
９
７
０
）
庚
午
三

月
十
五
日
に
多
田
庄
に
居
を
移

し
、
天
禄
二
年
（
９
７
１
）
に

多
田
庄
に
一
寺
を
建
立
、
鷲
尾

山
・
法
華
三
昧
院
と
名
付
け
る
。

今
の
多
田
院
（
神
社
）
な
り
。

寛
和
二
年
（
９
８
６
）
丙
戌
八

月
十
五
日
に
出
家
、
法
名
を
慶

満
と
名
乗
る
。

長
徳
三
年
（
９
９
７
）
丁
酉
八

月
二
十
七
日
に
逝
去
、
法
華
三

昧
院
に
葬
る
。

満
仲
に
十
男
一
女
あ
り
。

①
長
男
は
摂
津
守
・
頼
光
、
美

濃
源
氏
の
太
祖
な
り
。

②
次
は
大
和
守
・
頼
親
、
大
和

源
氏
の
太
祖
な
り
。

③
次
は
河
内
守
・
頼
信
、
嫡
流

相
続
（
宗
家
）
な
り
。

④
次
は
武
蔵
守
・
頼
平
。

⑤
次
は
左
衛
門
尉
・
頼
範
。

⑥
次
は
山
城
守
・
頼
明
。

⑦
次
は
帯
刀
長
・
頼
貞
。

⑧
次
は
法
眼
円
覚
。

⑨
次
は
阿
闍
梨
・
頼
尋
と
い
う
。

⑩
女
子
は
中
将
・
藤
原
賴
親
の

妻
。
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一
、
頼
信

正
四
位
上

河
内
守

頼
信
は
鎮
守
府
将
軍
満
仲
の
三
男
に
し

て
天
延
二
年
甲
戍
九
月
五
日
誕
生
あ
り
母
は

大
納
言
藤
原
の
元
方
の
女
な
り
永
延
二
年

戊
子
九
月
十
八
日
に
元
服
あ
り
正
六
位
に
叙
し

左
馬
助
に
任
ず
正
暦
五
年
甲
午
三
月
に
勅

命
を
蒙
り
若
狭
越
前
の
両
国
に
赴
き

群
盗
を
誅
伐
す
寛
仁
四
年
庚
申
九
月
十
日
に

河
内
国
壷
井
に
館
を
構
え
て
居
住
す
長
元

三
年
庚
午
九
月
に
上
総
介
平
忠
常
追
討

の
宣
旨
を
賜
り
同
十
月
廿
一
日
に
軍
勢
を
引

卒
（
率
）
し
て
武
蔵
国
河
越
に
至
り
て
忠
常
が
弟

陸
奥
守
忠
頼
中
村
五
郎
忠
将
と
攻
戦
う

忠
頼
兄
弟
と
も
に
利
な
く
し
て
引
退
く

同
四
年
辛
未
四
月
頼
信
大
軍
を
卒
（
率
）
て
下
総

一
、
頼
信

正
四
位
上

河
内
守

頼
信
は
鎮
守
府
将
軍
・
満
仲
の

三
男
に
し
て
、
天
延
三
年
（
９

７
４
）
甲
戌
九
月
五
日
に
誕
生
。

母
は
大
納
言
・
藤
原
元
方
の
娘

な
り
。

永
延
二
年
（
９
８
８
）
戊
子
九

月
一
八
日
に
元
服
、
正
六
位
に

叙
し
、
左
馬
助
に
任
命
さ
れ
る
。

正
歴
五
年
（
９
９
４
）
甲
午
三

月
に
勅
命
を
受
け
若
狭
越
前
に

赴
き
群
盗
を
成
敗
す
る
。
寛
仁

四
年
（
１
０
２
０
）
庚
申
九
月

十
日
に
河
内
国
壺
井
に
館
を
構

え
居
住
す
る
。

長
元
三
年
（
１
０
３
０
）
庚
午

九
月
に
上
総
介
・
平
忠
常
追
討

の
宣
旨
を
受
け
、
同
年
十
月
二

十
一
日
に
軍
勢
を
率
い
武
蔵
国

川
越

に
至
り

、
平
忠

常
の
弟

（
父
？
）
、
陸
奥
守
・
平
忠
頼

と
中
村
五
郎
忠
将
（
平
忠
頼
の

子
）
と
戦
う
。
忠
頼
兄
弟
（
親

子
？
）
共
に
勝
ち
目
な
く
退
く
。

長
元
四
年
（
１
０
３
１
）
辛
未

四
月
、
頼
信
は
大
軍
を
率
い
て

下
総
国
に
至
り
、
上
総
介
・
平

忠
常
が
籠
も
る
千
葉
城
を
攻
め
、

忠
常
は
勝
ち
目
な
く
降
伏
す
る
。
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国
に
至
り
上
総
介
が
籠
る
所
の
千
葉

城
を
せ
む
忠
常
終
に
利
な
く
し
て
降
参

せ
り
頼
信
則
忠
常
を
供
な
い
帰
洛
あ
り

し
に
美
濃
国
に
お
い
て
忠
常
病
死
せ

り
頼
信
忠
常
を
労
わ
り
恤
む
に
よ
り
て

あ
わ
れ

彼
が
一
族
門
葉
の
者
ど
も
其
仁
心
に
感
伏

し
て
永
く
源
家
の
家
僕
と
な
る
頼
信

此
度
の
軍
功
に
よ
り
て
従
四
位
上
に
叙
せ
ら

る
此
余
頼
信
一
世
の
勇
功
甚
だ
多
し
永

承
三
年
戊
子
九
月
朔
日
に
卒
去
あ
り
法
名

蓮
心
と
号
す
河
内
国
通
法
寺
に
葬
る

頼
信
に
五
男
一
女
あ
り
長
男
は
伊
豫
守

頼
義
嫡
流
相
続
な
り
次
は
肥
後
守
頼
清

次
は
掃
部
助
頼
季
次
は
河
内
冠
者
頼
任

次
は
常
磐
五
郎
義
政
と
い
う
と
も
に
信
濃

国
に
居
住
し
て
子
孫
繁
栄
す
是
を

頼
信
が
忠
常
を
伴
い
帰
京
の
途

中
、
美
濃
国
に
て
忠
常
が
病
死

す
る
。
頼
信
は
忠
常
を
哀
れ
み
、

忠
常
の
同
門
は
頼
信
の
情
け
深

い
心
に
感
服
し
、
永
く
源
氏
の

家
臣
と
し
て
仕
え
る
。

頼
信
は
こ
の
軍
功
に
よ
り
従
四

位
上
に
叙
せ
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

頼
信
の
武
功
は
数
多
し
。

永
承
三
年
（
１
０
４
８
）
戊
子

九
月
一
日
に
逝
去
。
河
内
国
通

法
寺
に
葬
る
。

頼
信
に
五
男
一
女
有
り
。

①
長
男
は
伊
予
守
・
頼
義
、
嫡

流
相
続
。

②
次
は
肥
後
守
・
頼
清
（
信
濃

源
氏
村
上
氏
の
祖
）
。

③
次
は
掃
部
助
（
掃
部
寮
（
宮

か

も

ん

の

す
け

中
行
事
の
設
営
・
清
掃
を
行

う
部
署
）
の
次
官
）
・
頼
季

（
信
濃
源
氏
井
上
氏
の
祖
）
。

④
次
は
河
内
（
六
位
で
無
官

の
者
）
・
頼
任
。

⑤
次

は
常
磐

五
郎
・

義
政
。

（
頼
信
が
平
忠
常
の
乱
平
定

に
よ
り
、
東
国
に
勢
力
を
張

り
、
頼
季
も
信
濃
に
領
地
を

得
て
い
た
）
兄
弟
は
信
濃
国

に
居
住
し
子
孫
繁
栄
し
、
こ

れ
を
信
濃
源
氏
と
い
う
。
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信
濃
源
氏
と
い
う
女
子
は
甲
斐
守
源
為

満
の
妻
な
り

一
、
頼
義

従
四
位
上

伊
豫
守

頼
義
は
鎮
守
府
将
軍
頼
信
の
嫡
男
に
し
て

母
は
一
条
院
の
官
女
修
理
命
婦
な
り
長
保

五
年
癸
卯
四
月
九
日
に
誕
生
あ
り
長
和
二
年

癸
丑
に
元
服
あ
り
正
六
位
に
叙
し
兵
庫
允

に
任
ず
永
承
六
年
辛
卯
に
陸
奥
国
の
押

領
使
安
部
頼
良
を
追
討
の
為
に
陸
奥
守

に
任
じ
鎮
守
府
将
軍
に
補
し
て
節
刀

を
賜
り
東
国
に
下
向
あ
り
同
六
月
廿
五
日

に
相
模
国
に
至
り
鎌
倉
郡
由
比
郷
に
石
清

水
の
八
幡
宮
を
勧
請
あ
り
幡
を
亀
谷
の

は
た

山
上
に
納
め
ら
る
後
世
に
至
り
て
此
山

を
よ
び
て
源
氏
山
と
も
又
は
御
幡
山
と
も

女
子
は
甲
斐
守
・
源
為
満
の
妻

な
り
。

一
、
頼
義

従
四
位
上

伊
野
守

頼
義
は
鎮
守
府
将
軍
・
頼
信
の

嫡
男
。
母
は
一
条
天
皇
の
皇
后

（
中
宮
）
の
女
官
・
修
理
命
婦
。

し

ゅ

り

み

ょ

う

ぶ

長
保
五
年
（
１
０
０
３
）
癸
卯

四
月
九
日
に
誕
生
。
長
和
二
年

（
１
０
１
３
）
癸
丑
に
元
服
し

正
六
位
に
叙
せ
ら
れ
、
兵
庫
允

に
任
命
さ
れ
る
。

永
承
六
年
（
１
０
５
１
）
辛
卯
、

陸
奥
国
の
押
領
使
・
安
部
（
倍
）

頼
良
追
討
（
前
九
年
の
役
）
の

為
に
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
、
併

せ
て
鎮
守
府
将
軍
に
も
任
命
さ

れ
、

天
皇
よ

り
節
刀

を
賜
り

（
石
清
水
八
幡
宮
に
て
戦
勝
祈

願
を
行
い
）
東
国
に
向
か
う
。

同
六
月
二
十
五
日
に
相
模
国
鎌

倉
郡
由
比
卿
に
石
清
水
八
幡
を

勧
請
し
、
源
氏
の
白
旗
を
亀
山

山
上
に
納
め
る
。
こ
の
山
を
後

生
、
源
氏
山
又
は
、
御
幡
山
と

も
言
う
。
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い
う
な
り
同
七
月
に
奥
州
に
至
る
安
部

頼
良
降
参
を
乞
て
名
を
頼
時
と
改
む

是
に
よ
り
て
奥
州
し
ば
ら
く
平
均
せ
り

天
喜
二
年
甲
午
八
月
に
阿
部
頼
時
が
子
厨

川
治
郎
貞
任
叛
逆
を
企
て
衣
川
の
柵
に
楯

籠
る
同
九
月
に
頼
義
大
軍
を
卒
（
率
）
て

貞
任
を
攻
う
つ
然
る
に
頼
義
の
国
任

終
る
に
よ
り
て
再
任
の
宣
旨
を
蒙
り

て
奥
州
に
あ
り
康
平
五
年
壬
寅
十
一
月

廿
九
日
に
終
に
阿
部
貞
任
が
一
族
を
亡
し
同

六
年
癸
卯
二
月
に
帰
洛
あ
り
相
州
に

至
り
て
八
幡
宮
の
社
を
由
比
郷
に
建
ら

る
同
八
月
廿
五
日
勧
賞
の
除
目
行
わ
れ
て

頼
義
を
伊
豫
守
に
任
じ
正
四
位
下
に
叙

せ
ら
る
治
暦
元
年
乙
巳
九
月
朔
日
に
薙

髪
あ
り
法
名
を
信
海
と
号
す
世
の
人

同
七
月
に
奥
州
に
至
り
、
安
部

（
倍
）
頼
良
は
帰
順
を
願
い
、

（
源
頼
義
と
の
同
名
を
憚
り
）

名
を
頼
時
と
改
め
る
。
（
一
条

天
皇
の
皇
后
・
藤
原
彰
子
の
病

気
平
癒
祈
願
の
為
、
安
部
氏
に

も
大
赦
が
出
さ
れ
て
い
た
。
）

こ
れ
に
よ
り
奥
州
は
し
ば
ら
く

の
間
、
平
穏
と
な
る
。

天
喜
二
年
（
１
０
５
４
）
甲
午

八
月
に
阿
部
（
安
倍
）
頼
時
の

子
、
厨
川
治
（
次
）
郎
貞
任
が

謀
叛
を
企
て
、
衣
川
の
柵
（
砦
）

き

に
立
て
籠
も
る
。

同
九
月
に
頼
良
は
大
軍
を
率
い

て
貞
任
を
攻
め
る
が
、
陸
奥
守

の
任
期
を
迎
え
る
が
、
再
任
さ

れ
奥
州
に
と
ど
ま
る
。

康
平
五
年
（
１
０
６
２
）
壬
寅

十
一
月
二
十
九
日
に
阿
部
（
安

倍
）
貞
任
の
一
族
を
破
り
、
康

平
六
年
（
１
０
６
３
）
癸
卯
二

月
に
帰
京
。
途
中
、
相
州
に
立

ち
寄
り
由
比
郷
に
八
幡
宮
を
建

立
。
同
八
月
二
十
五
日
に
頼
義

の
武
功
を
賞
し
て
伊
予
守
に
任

じ
ら
れ
、
正
四
位
下
に
叙
せ
ら

れ
る
。

治
暦
元
年
（
１
０
６
５
）
乙
巳

九
月
一
日
に
出
家
し
法
名
を
信

海
と
称
す
る
。
世
の
人
々
は
頼

義
を
入
道
将
軍
と
呼
ぶ
。
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入
道
将
軍
と
称
す
永
保
二
年
壬
戍
十
一
月

三
日
に
卒
去
あ
り
時
に
八
十
八
歳
な
り

河
内
国
通
法
寺
に
葬
る

頼
義
に
五
男
三
女
あ
る
長
男
は
陸
奥

守
義
家
嫡
流
相
続
な
り
次
は
左
衛
門
尉

義
総
次
は
常
陸
介
義
光
と
い
う
甲
斐

源
氏
の
大
祖
な
り
次
は
女
子
に
し
て

尾
張
守
藤
原
の
時
房
の
妻
な
り

次
は
西
蓮
坊
快
誉
と
い
う
三
井
寺
に

住
す
次
は
女
子
に
し
て
出
羽
守
平
正
済

が
妻
な
り
次
は
女
子
に
し
て
海
道

小
太
郎
成
衡
が
妻
な
り
次
は
三
嶋
四
郎

親
清
と
い
う
是
は
頼
義
伊
予
国
任
国

の
時
に
彼
国
の
押
領
使
越
智
の
冠

者
親
経
が
女
の
腹
に
出
生
あ
り
後

に
親
経
が
家
を
相
続
あ
り
則
河
野

永
保
二
年
（
１
０
８
２
）
壬
戌

十
一
月
三
日
に
八
十
八
歳
で
逝

去
。
河
内
国
通
法
寺
に
葬
る
。

頼
義
に
五
男
三
女
あ
り
。

①
長
男
は
陸
奥
守
・
義
家
（
八

幡
太
郎
）
。

②
次
は
左
（
右
）
衛
門
尉
・
義

総
（
綱
）
（
加
茂
次
郎
）
。

③
次
は
常
陸
介
・
義
光
（
新
羅

三
郎
）
と
言
い
、
甲
斐
源
氏

の
太
祖
。

④
次
は
女
子
に
し
て
尾
張
守
・

藤
原
時
房
の
妻
。

⑤
次
は
三
井
寺
の
西
蓮
坊
快
誉

（
伊
予
阿
闍
梨
）
。

⑥
次
は
女
子
、
出
羽
守
・
平
正

済
の
妻
。

⑦
次
は
女
子
、
海
道
小
太
郎
成

衡
の
妻
。

⑧
次
は
三
嶋
四
郎
親
清
と
言
い
、

頼
義
が
伊
予
守
の
時
に
伊
予

国
押
領
使
・
越
智
冠
者
（
河

野
）
親
経
の
娘
を
母
に
出
生
。

後
に
（
河
野
）
親
経
の
家
を

相
続
し
河
野
四
郎
通
信
（
伊

予
水
軍
に
将
）
の
祖
父
。
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四
郎
通
信
が
祖
父
な
り

一
、
義
家

正
四
位
上

陸
奥
守

義
家
は
鎮
守
府
将
軍
頼
義
の
嫡
男
に

し
て
長
暦
二
年
戊
寅
七
月
十
四
日
に
誕
生
あ

り
少
名
を
源
太
と
い
う
母
は
上
野
介
平
直
方

の
嫡
女
な
り
永
承
三
年
戊
午
に
石
清

水
八
幡
宮
の
神
殿
に
お
い
て
元
服
あ
り

康
平
六
年
癸
卯
に
去
年
十
一
月
廿
九
日
に

奥
州
に
お
い
て
父
頼
義
と
と
も
に
戦
功

あ
る
に
よ
り
て
従
五
位
下
に
叙
し
出
羽
守

に
任
ぜ
ら
る
承
暦
三
年
己
未
八
月
八
日
に

勅
を
蒙
り
美
濃
国
に
発
向
し
て
八
島
佐

渡
守
源
重
宗
多
田
伊
豆
守
源
國
房
と
青

野
が
原
に
お
い
て
合
戦
あ
り
重
宗
國

房
を
誅
戮
あ
り
永
保
元
年
辛
酉
六
月

一
、
義
家

正
四
位
上

陸
奥
守

義
家
は
鎮
守
府
将
軍
・
頼
義
の

嫡
男
、
長
暦
二
年
（
１
０
３
９
）

戊
牛
に
誕
生
。
幼
名
を
源
太
と

言
い
、
母
は
上
野
介
・
平
直
方

の
嫡
女
（
正
妻
が
産
ん
だ
長
女
）
。

永
承
三
年
（
１
０
４
８
）
戊
牛

石
清
水
八
幡
宮
に
て
元
服
。

康
平
五
年
（
１
０
５
７
）
十
一

月
二
十
九
日
に
奥
州
に
て
安
倍

貞
任
討
伐
で
、
父
・
頼
義
と
共

に
戦
功
を
挙
げ
た
事
に
よ
り
、

康
平
六
年
（
１
０
６
３
）
癸
卯

に
従
五
位
に
除
せ
ら
れ
出
羽
守

に
任
命
さ
れ
る
。

承
暦
三
年
（
１
０
７
９
）
己
未

八
月
八
日
に
勅
命
を
受
け
美
濃

国
に
向
か
い
八
島
佐
渡
守
・
源

重
宗
（
満
政
の
孫
）
と
、
多
田

伊
豆
守
・
源
国
房
（
満
仲
の
曽

孫
・
頼
光
の
孫
）
が
（
美
濃
国

多
芸
郡
の
青
野
ヶ
原
で
大
規
模

た

ぎ

な
合
戦
（
私
闘
）
を
行
い
、
重

宗
・
国
房
を
成
敗
す
る
。

（
重
宗
・
国
房
は
大
規
模
な
私

闘
を
行
っ
た
事
を
朝
廷
か
ら
咎

め
ら
れ
、
償
還
を
命
じ
ら
れ
る

も
、
重
宗
は
従
わ
ず
、
義
家
が

差
し
向
か
わ
さ
れ
た
）



14

に
陸
奥
守
に
任
じ
鎮
守
府
将
軍
に
補

し
奥
州
に
下
向
あ
り
時
に
相
州
鎌
倉

に
至
り
八
幡
宮
を
修
復
あ
り
て
同
八
月
に

奥
州
に
至
り
国
府
に
居
住
せ
ら
る
此
時

奥
州
の
住
人
清
原
真
人
武
則
が
子
武
衡

家
衡
清
衡
兄
弟
確
執
の
事
あ
り
義
家

是
を
和
睦
せ
し
め
ら
る
と
い
え
ど
も
家
衡

曽
て
義
家
の
下
知
に
随
わ
ず
出
羽
国

か
つ沼

の
柵
に
楯
籠
る
応
徳
三
年
丙
寅
の

春
に
国
任
す
で
に
終
る
国
中
の
人
民

み
な
義
家
の
仁
和
の
徳
に
な
つ
き
て

再
任
を
望
む
事
し
き
り
な
る
に
よ
り
て

再
任
の
宣
旨
を
蒙
り
て
奥
州
に

在
留
あ
り
て
国
中
を
巡
視
あ
り
出
羽
の

地
に
お
も
む
か
ん
と
せ
ら
る
時
に
家
衡

軍
勢
を
引
具
し
て
出
羽
陸
奥
の
境
に

永
保
元
年
（
１
０
８
１
）
辛
酉

六
月
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
、
鎮

守
府
将
軍
（
陸
奥
・
出
羽
両
国

の
兵
を
指
揮
し
、
領
国
の
防
衛

を
統
括
し
た
）
に
補
任
さ
れ
る
。

奥
州
に
向
か
う
途
中
に
、
相
州

鎌
倉
に
て
八
幡
宮
を
修
復
す
る
。

同
八
月
奥
州
に
着
任
。

清
原
真
人
武
則
（
真
人
は
姓
、

か
ば
ね

清
原
氏
は
出
羽
の
有
力
豪
族
）

の
子
、
武
衡
・
家
衡
・
清
衡
三

兄
弟
の
間
に
争
い
ご
と
が
有
り
、

義
家
は
こ
れ
を
和
解
さ
せ
よ
う

と
試
み
た
が
、
家
衡
は
義
家
の

裁
定
全
く
に
従
わ
ず
、
出
羽
国

沼
の
柵
（
秋
田
県
横
手
市
雄
物

川
町
沼
館
）
に
立
て
籠
も
る
。

応
徳
三
年
（
１
０
８
６
）
丙
寅

の
春
に
陸
奥
守
の
任
が
終
わ
る

が
、
国
中
の
人
々
が
義
家
の
人

徳
を
慕
い
強
く
再
任
を
願
う
。

再
任
の
宣
旨
が
下
り
て
奥
州
に

在
留
し
、
国
内
の
巡
視
を
行
う
。

出
羽
の
視
察
へ
と
赴
い
た
折
に
、

家
衡
が
軍
勢
を
率
い
て
出
羽
・

陸
奥
の
国
境
ま
で
出
て
、
義
家

を
待
ち
構
え
る
が
、
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出
て
戦
い
を
決
せ
ん
と
す
義
家
此
事

に
あ
ら
ざ
る
の
ゆ
え
に
境
を
越
ず
し
て

国
府
に
帰
ら
る
武
衡
此
事
を
聞
て
出

羽
に
赴
き
家
衡
と
と
も
に
謀
を
な
し
て

仙
北
金
沢
の
城
に
楯
籠
る
是
に
よ
り
て

義
家
や
む
事
を
得
ず
し
て
軍
兵
を
卒
（
率
）

て
合
戦
あ
り
寛
治
五
年
辛
未
十
一
月
に

終
に
武
衡
家
衡
が
一
族
を
討
亡
し
て
奥
羽

の
両
国
を
平
均
に
治
ら
る
此
時
に
源
家

の
武
威
を
恐
れ
関
東
の
名
家
勇
士

多
く
其
旗
下
に
属
し
て
永
く
源
家
の

家
人
と
な
る
嘉
保
二
年
乙
亥
の
秋
月
華

門
に
候
し
て
鳴
絃
の
法
を
行
わ
る
則
ち

内
昇
殿
を
聴
さ
れ
正
四
位
上
に
叙
せ
ら
る

長
治
二
年
乙
酉
七
月
四
日
に
病
に
よ
り
て

薙
髪
あ
り
法
名
信
了
と
い
う
同
八
月
十
八
日

義
家
は
事
を
構
え
ず
国
境
を
越

え
ず
に
国
府
に
戻
る
。

武
衡
は
こ
の
事
を
聞
き
、
出
羽

に
赴
い
て
は
家
衡
と
共
に
謀
を

し
て
出
羽
金
沢
（
秋
田
県
横
手

市
）
の
城
に
立
て
籠
も
る
。
義

家
は
や
む
を
得
ず
兵
を
率
い
て
、

合
戦
に
臨
む
。

寛
治
五
年
（
１
０
９
１
）
辛
未

十
一
月
に
武
衡
・
家
衡
の
一
党

を
打
ち
破
り
、
陸
奥
出
羽
両
国

に
平
穏
を
も
た
ら
す
。

こ
の
時
の
源
氏
の
武
威
に
畏
れ

入
り
関
東
の
多
く
の
名
家
勇
士

は
源
氏
の
麾
下
（
指
揮
下
）
に

き

か

入
り
、
永
く
源
氏
の
家
臣
と
な

る
。

嘉
保
二
年
（
１
０
９
５
）
乙
亥

の
秋
、
宮
中
月
華
門
に
参
上
し

「
鳴
弦
の
儀
」
（
弓
を
使
用
す

る
宮
中
退
魔
儀
礼
）
を
勤
め
る
。

即
ち
正
四
位
に
叙
せ
ら
れ
内
昇

殿
（
宮
中
清
涼
殿
へ
の
昇
殿
）

を
聴(

ゆ
る)

さ
れ
る
。

長
治
二
年
（
１
１
０
５
）
乙
酉

七
月
四
日
に
病
に
よ
り
出
家
し
、

法
名
を
信
了
と
名
乗
り
、
同
八

月
十
八
日
に
逝
去
、
河
内
国
通

法
寺
に
葬
る
。
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に
卒
去
あ
り
河
内
国
通
法
寺
に
葬

る

義
家
に
七
男
あ
り
長
男
は
左
兵
衛
尉

義
宗
と
い
う
早
世
な
り
次
は
対
馬
守
義

親
と
い
う
康
和
二
年
庚
辰
に
勅
命

を
叛
き
同
三
月
廿
一
日
に
擒
と
な
り
同

月
廿
九
日
に
出
雲
国
に
配
流
せ
ら
る

永
久
二
年
正
月
廿
日
に
出
雲
国
に

お
い
て
誅
せ
ら
る
然
れ
ど
も
子
孫

繁
多
な
り
義
親
の
五
男
治
部
尉

為
義
は
義
家
の
養
子
と
し
て
家

業
を
継
ぐ
即
ち
右
大
将
頼
朝
の

祖
父
な
り
義
家
の
三
男
を
河
内
守

義
忠
と
い
う
天
仁
元
年
戊
子
二
月

七
日
に
叔
父
義
光
の
為
に
害
せ
ら
る

次
は
加
賀
介
義
國
次
は
左
兵
衛
尉
義

義
家
に
七
男
あ
り
。

①
長
男
は
左
衛
門
尉
・
義
宗
。

若
く
し
て
死
す
る
。

②
次
は
対
馬
守
・
義
親
と
言
う
。

康
和
二
年
（
１
１
０
０
）
庚

辰
に
勅
命
に
背
き
、
同
三
月

二
十
九
日
に
出
雲
国
に
流
罪

と
な
る
。
永
久
二
年
（
１
１

１
４
）
正
月
二
十
日
に
出
雲

国
に
て
死
罪
と
な
る
。
然
れ

ど
も
子
孫
は
多
く
、
義
親
の

五
男
為
義
は
義
家
の
養
子
と

な
り
家
を
継
ぐ
。
為
義
は
右

大
将
（
源
）
頼
朝
の
祖
父
な

り
。

③
三
男
は
河
内
守
・
義
忠
。
天

仁
元
（
二
）
年
（
１
１
０
８
）

戊
子
二
月
三
日
に
叔
父
義
光

（
義
家
の
弟
）
に
暗
殺
さ
れ

る
。

④
次
は
加
賀
介
・
義
国
。

⑤
次
は
左
兵
衛
尉
・
義
時
。

⑥
次
は
陸
奥
六
郎
・
義
隆
。

⑦
次
は
出
家
し
、
増
珍
と
言
う
。
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時
次
は
陸
奥
六
郎
義
隆
次
は
出
家

増
珍
と
号
す

一
、
義
國

式
部
太
夫

義
國
は
鎮
守
府
将
軍
義
家
の
四
男
に
し
て

永
保
三
年
癸
亥
七
月
に
誕
生
あ
り
母
は

中
宮
亮
藤
原
有
綱
の
女
な
り
寛
治
六
年

壬
申
正
月
に
元
服
あ
り
陸
奥
四
郎
と
号
す

康
和
元
年
己
卯
に
院
の
北
面
に
候
し
て

従
六
位
に
叙
し
兵
庫
允
に
任
ず
同
五
年
癸

未
八
月
に
帯
刀
長
に
補
せ
ら
る
天
治
元
年

甲
辰
九
月
に
加
賀
介
に
任
じ
従
五
位
下
に
叙

す

久
安
六
年
庚
午
八
月

参
陣
の
路
次
に
お
い
て
右
大
将
実
能
公
に
参
り

逢
て
義
國
あ
や
ま
り
て
下
馬
に
お
よ
ば
ず

実
能
公
其
狼
籍
を
と
が
め
る
随
身
の
侍
等

一
、
義
国

加
賀
介

式
部
大
夫

従
五
位
下

義
国
は
鎮
守
府
将
軍
・
義
家
の

四
男
。
永
保
三
年
（
１
０
８
３
）

癸
亥
七
月
に
誕
生
。
母
は
中
宮

亮(

す
け)

・
藤
原
有
綱
の
娘
。

寛
治
六
年
（
１
０
９
２
）
壬
申

正
月
に
元
服
し
、
陸
奥
四
郎
と

名
乗
る
。

康
和
元
年
（
１
０
９
９
）
己
卯

に
上
皇
の
御
所
を
警
備
す
る
北

面
の
武
士
と
し
て
仕
え
、
従
六

位
に
叙
し
、
兵
庫
允
に
任
命
さ

れ
る
。

同
五
年
（
１
１
０
３
）
癸
未
八

月
帯
刀
長(

た
ち
は
き
の
お
さ)

（
皇
太
子
の
警
護
官
の
長
）
に

任
命
。

天
治
元
年
（
１
１
２
４
）
甲
辰

九
月
に
加
賀
介
に
任
命
さ
れ
従

五
位
に
叙
す
。
（
一
説
に
は
、

こ
の
時
に
式
部
大
夫
、
又
曰
く
、

下
野
守
に
任
命
さ
れ
た
と
も
言

う
）

久
安
六
年
（
１
１
５
０
）
庚
午

八
月

参
陣
の

途
中
、

右
大
将

（
藤
原
）
実
能
（
従
一
位
）
一

行
の
行
列
に
遭
遇
し
、
義
国
は

不
注
意
か
ら
下
馬
の
礼
を
失
し
、

実
能
公
は
そ
の
無
礼
を
咎
め
ら
、

加
賀
介

従
五
位
下

或
曰
此

時
に
式

部
太
夫
に

任
ず

又
曰
下

野
守
に

任
ず
と
い

う
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は
せ
よ
り
て
義
國
を
馬
よ
り
控
落
す
に

よ
り
て
義
國
の
良
等
家
人
大
に
此
事

を
憤
り
て
実
能
公
の
本
所
に
馳
向
て
火
を

放
て
焼
払
う
こ
れ
に
よ
り
て
義
國
勅
勘

を
こ
う
む
り
て
下
野
国
に
下
向
あ
り
て
足

利
の
庄
に
蟄
居
あ
り
て
仁
平
四
年
甲
戍

三
月
十
六
日
に
薙
髪
あ
り
世
の
人
称
し
て

荒
加
賀
入
道
と
い
う
久
寿
二
年
乙
亥
六
月

廿
六
日
に
卒
去
あ
り
時
に
七
十
三
歳
な
り

義
國
に
四
男
あ
り
長
男
大
炊
助
義

重
次
は
陸
奥
守
義
康
と
い
う
足
利
氏

諸
流
の
大
祖
な
り
こ
れ
征
夷
大

将
軍
尊
氏
公
八
代
の
祖
な
り
次
は
左

衛
門
尉
國
康
と
い
う
次
を
蔵
人
判
官

季
邦
と
い
う

随
身
の
侍
等
が
義
国
を
馬
か
ら

引
き
降
ろ
す
。
義
国
の
家
来
は

こ
の
振
る
舞
い
に
大
い
に
憤
慨

し
、
実
能
公
の
本
所
（
詰
め
所
）

押
し
か
け
て
は
火
を
放
ち
焼
き

払
う
騒
動
が
あ
り
、
勅
勘
（
天

皇
か
ら
受
け
る
咎
め
）
を
受
け

下
野
国
に
下
向
さ
せ
ら
れ
、
足

利
庄
（
栃
木
県
足
利
市
）
に
て

蟄
居
。

仁
平
四
年
（
１
１
５
４
）
甲
戌

三
月
十
六
日
に
出
家
、
世
の
人

は
荒
賀
入
道
と
呼
ぶ
。

久
寿
二
年
（
１
１
５
５
）
乙
亥

六
月
二
十
六
日
に
七
十
三
歳
で

逝
去
。

義
国
に
四
男
あ
り
。

①
長
男
は
大
炊
介
・
義
重
。

②
次
は
陸
奥
守
・
義
康
。
足
利

氏
諸
流
の
太
祖
に
し
て
、
征

夷
大
将
軍
（
足
利
）
尊
氏
公

の
八
代
前
の
先
祖
。

③
次
は
左
衛
門
尉
・
国
康
。

④
次
は
蔵
人
判
官
・
季
邦
と
言

う
。
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一
、
義
重

大
炊
助

義
重
は
式
部
太
夫
義
國
の
長
男
に
し
て

母
は
上
野
介
敦
基
の
女
な
り
永
久
五
年

丁
酉
誕
生
あ
り
禁
廷
に
つ
か
え
て
九
条
院

判
官
代
と
な
る
保
元
元
年
丙
子
七
月
十
一
日
に

新
院
御
謀
叛
あ
り
て
当
今
と
御
合
戦
に

お
よ
ぶ
の
と
き
義
重
兄
弟
と
も
に
当
今
の

御
味
方
と
な
り
て
同
十
二
日
に
大
に
戦
功
あ
り

同
十
三
日
に
除
目
行
わ
れ
て
義
重
を
新
田

庄
の
下
司
職
に
補
せ
ら
れ
義
康
を
左
衛

門
尉
に
任
ぜ
ら
れ
内
昇
殿
を
聴
さ
る
平

治
元
年
己
卯
十
二
月
廿
七
日
に
下
野
守
義
朝

父
子
右
衛
門
督
藤
原
信
頼
と
謀
て

叛
逆
を
起
す
の
時
に
義
朝
の
一
族
た
る
を

以
て
義
重
を
語
ら
う
と
い
え
ど
も
義
重
彼

左
衛
門
尉

従
五
位
下

一
、
義
重

左
衛
門
尉

大
炊
助

従
五
位
下

義
重
は
式
部
大
夫
・
義
国
の
長

男
に
し
て
、
母
は
上
野
介
（
藤

原
）

敦
基
の

娘
。
永

久
五
年

（
１
１
１
７
）
丁
酉
に
誕
生
。

（
長
じ
て
）
禁
裏
に
仕
え
、
九

条
院
（
近
衛
天
皇
の
中
宮
・
藤

原
呈
子
）
の
判
官
代
を
務
め
る
。

保
元
元
年
（
１
１
５
６
）
丙
子

七
月
十
一
日
に
新
院
（
崇
徳
上

皇
）
が
御
謀
叛
（
保
元
の
乱
）

を
起
こ
し
て
今
上
天
皇
（
後
白

河
天
皇
）
と
の
合
戦
に
及
ぶ
。

義
重
・
義
康
兄
弟
は
今
上
天
皇

側
に
付
き
、
同
十
二
日
に
大
い

に
戦
功
を
上
げ
、
同
十
三
日
に

除
目
（
任
命
の
儀
式
）
が
行
わ

れ
、
義
重
は
新
田
庄
（
上
野
国

新
田
郡
・
群
馬
県
太
田
市
周
辺
）

の
下
司
職
（
荘
園
の
実
務
を
行

げ

し

し

き

う
荘
官
）
に
補
任
さ
れ
、
義
康

は
左
衛
門
尉
に
補
任
さ
れ
る
。

平
治
元
年
（
１
１
５
９
）
乙
卯

十
二

月
二
十

七
日
に

下
野
守

（
源
）
義
朝
（
右
大
将
源
頼
朝

の
父
）
父
子
が
右
衛
門
督
・
藤

原
信
頼
と
謀
っ
て
反
乱
（
平
治

の
乱
）
を
起
こ
す
。
こ
の
時
、

義
朝
は
同
族
の
故
に
行
動
を
共

に
す
る
事
を
説
得
す
る
が
、

右
大
将

源
頼
朝

父
也
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に
与
せ
ず
禁
廷
を
守
護
せ
ら
る
其
後

上
野
国
に
か
え
り
群
馬
郡
寺
尾
の
郷
に
城

を
築
い
て
此
所
に
居
住
せ
ら
る
老
年
に

及
び
薙
髪
し
て
法
名
を
上
西
と
号
す
治

承
三
年
己
亥
右
兵
衛
佐
頼
朝
に
院
宣
を
賜

て
平
家
追
討
の
勅
命
あ
り
頼
朝
伊
豆
国

に
お
い
て
義
兵
を
揚
ら
る
是
よ
り
先
き
に

高
倉
の
宮
の
綸
旨
義
重
の
許
に
到
来
す

義
重
は
正
し
く
義
家
朝
臣
の
嫡
孫
た
る
を

以
て
頼
朝
の
下
知
に
随
わ
ず
し
て
自
ら
平
家

を
亡
し
て
功
を
立
ん
事
を
計
て
寺
尾
の

城
に
楯
籠
る
同
九
月
に
頼
朝
書
を
以
て

義
重
を
催
捉
せ
ら
る
と
い
え
ど
も
義
重
返

答
に
及
ぱ
ず
同
十
二
月
に
頼
朝
よ
り
安
達

藤
九
郎
盛
長
を
使
と
し
て
上
野
国
に
遣

し
義
重
自
立
の
志
有
事
を
責
ら
る

義
重
は
義
朝
側
に
付
か
ず
禁
裏

を
守
護
す
る
。

乱
後
は
上
野
国
に
戻
り
、
群
馬

郡
寺
尾
（
高
崎
市
寺
尾
町
）
の

郷
に
城
を
築
き
居
住
。
晩
年
に

至
っ
て
出
家
し
、
法
名
を
上
西

と
名
乗
る
。

治
承
三
年
（
１
１
７
９
）
乙
亥

右
兵
衛
佐
（
源
）
頼
朝
（
を
始

め
諸
国
の
源
氏
）
に
向
け
（
以

仁
王
か
ら
）
平
家
追
討
の
令
旨

が
発
せ
ら
れ
る
。
（
原
本
に
は

「
院
宣
」
、
「
勅
令
」
と
あ
る

が
、
皇
子
か
ら
の
令
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
は
「
令
旨
」
と
す
る
。
）

頼
朝
は
（
配
流
先
の
）
伊
豆
国

で
兵
を
募
り
挙
兵
す
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
高
倉
の
宮
（
以

仁
王
）
か
ら
の
綸
言
が
義
重
の

手
許
に
も
届
き
、
義
重
は
我
こ

そ
が
八
幡
太
郎
・
義
家
の
嫡
孫

で
あ
る
と
の
思
い
（
頼
朝
は
曽

孫
で
義
重
よ
り
一
代
下
が
る
。

《
義
家
―
義
親
―
為
義
―
義
朝

―
頼
朝
の
順
で
言
え
ば
玄
孫
。
》

又
、
頼
朝
の
兄
の
義
平
は
娘
婿
。

時
に
義
重
62
才
、
頼
朝
32
才
）

か
ら
、
頼
朝
の
麾
下
（
旗
下
、

き

か

指
揮
下
）
に
付
こ
う
と
せ
ず
、

自
ら
平
家
追
討
の
功
を
挙
げ
る

こ
と
を
計
り
寺
尾
の
城
に
立
て

籠
も
る
。

同
年
九
月
に
頼
朝
は
（
義
重
に
）

麾
下
に
加
わ
る
よ
う
に
書
を
送

り
促
す
も
、
義
重
は
返
答
せ
ず
。
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義
重
は
頼
朝
仁
君
の
器
量
有
事
を
感
心

あ
り
て
鎌
倉
に
赴
き
同
月
廿
二
日
始
め
て
頼
朝

に
謁
見
せ
ら
る
養
和
元
年
辛
丑
七
月
十
四
日

に
義
重
と
頼
朝
不
和
に
及
ぶ
の
事
あ
り

始
め
義
重
の
女
を
以
て
頼
朝
の
兄
悪
源

太
義
平
に
嫁
す
べ
き
の
約
諾
あ
り
し
に
義
平

は
永
暦
元
年
庚
辰
正
月
十
八
日
に
擒
に
せ
ら

と
り
こ

れ
同
廿
一
日
害
せ
ら
る
是
に
よ
り
て
此
女
を

他
に
嫁
せ
ざ
る
事
今
年
に
至
り
て
二
十

二
年
な
り
然
る
に
頼
朝
蜜
か
に
伏
見
冠
者

廣
綱
を
使
と
し
て
艶
書
を
以
て
此
女
に
通

ぜ
ら
る
と
い
え
ど
も
此
女
義
を
守
て
一
た
び
義

平
の
妻
た
る
べ
き
の
約
あ
れ
ば
頼
朝
其
弟
と

し
て
兄
の
妻
を
犯
さ
ん
と
は
か
る
の
よ
し

を
怒
て
返
事
に
及
ず
然
る
に
義
重
此
度

鎌
倉
に
来
ら
る
ゝ
に
よ
り
て
頼
朝
直
に

同
十
二
月
に
頼
朝
は
安
達
九
郎

盛
長
を
使
い
と
し
て
寄
越
し
義

重
の
「
自
立
の
志
」
（
独
力
で

の
決
起
？
）
を
諫
め
ら
れ
る
。

義
重
は
頼
朝
に
仁
君
（
仁
愛
深

き
君
主
）
の
器
量
を
大
き
さ
を

覚
っ
て
鎌
倉
に
参
陣
し
、
同
月

二
十
二
日
に
初
め
て
頼
朝
に
謁

見
す
る
。

養
和
元
年
（
１
１
８
１
）
辛
丑

七
月
十
四
日
に
義
重
と
頼
朝
の

間
に
不
和
が
生
じ
る
。
義
重
の

娘
（
祥
寿
姫
）
は
最
初
、
頼
朝

の
兄
・
義
平
（
悪
源
太
）
に
嫁

ぐ
い
で
い
た
が
、
義
平
が
（
平

治
の
乱
で
）
永
暦
元
年
（
１
１

６
０
）
庚
辰
正
月
十
八
日
に
捕

ら
え
ら
れ
、
同
月
二
十
一
日
に

処
刑

さ
れ
る

。
是
に

よ
っ
て

（
未
亡
人
と
な
っ
た
）
姫
を
他

家
に
嫁
が
せ
ず
既
に
二
十
二
年

が
経
っ
て
い
た
。

頼
朝
は
伏
見
冠
者
広
綱
を
使
い

と
し
て
姫
に
艶
書
を
送
り
密
か

に
繋
が
り
を
持
と
う
と
し
て
い

た
が
、
姫
は
ひ
と
た
び
義
平
の

妻
と
し
て
誓
っ
た
身
な
れ
ば
、

義
を
重
ん
じ
義
弟
が
兄
の
妻
と

の
密
通
を
謀
る
不
義
に
怒
り
返

事
を
せ
ず
。
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彼
女
を
乞
請
ら
る
ゝ
と
い
え
ど
も
義
重
此
事

を
承
引
な
く
終
に
彼
女
を
以
て
師
の
六
郎

に
再
嫁
せ
ら
る
頼
朝
此
事
を
憤
て
不
和
な

り
文
治

二
年
丙
午
三
月

に
義
重
を
以
て
上
野
越
後
両
国
の
守
護

と
す
此
に
至
り
後
世
に
子
孫
両
国
の
間
を

領
地
し
て
其
所
の
名
を
以
て
其
家
号
と
す

る
者
多
し
建
久
四
年
癸
丑
四
月
に
頼
朝
公

下
野
国
那
須
野
に
お
い
て
狩
り
し
其
帰
路
に

上
野
国
に
至
り
新
田
の
城
に
滞
留
あ
り

同
廿
八
日
新
田
を
発
し
て
鎌
倉
に
帰
ら
る

時
に
義
重
の
男
山
名
冠
者
義
範
新
田

冠
者
義
兼
供
奉
た
り
建
仁
二
年
壬
戍

正
月
十
四
日
義
重
上
野
国
新
田
郡
に
お
い
て

卒
去
あ
り
時
に
六
十
八
歳
（
八
十
六
歳
）

義
重
に
七
男
一
女
あ
り
長
男
は
山
名
冠
者

一
に
曰
治
承
四
年
庚
子
十
二
月
廿
二
日

義
重
頼
朝
公
の
気
色
を
蒙
る
と
云
う

そ
ん
な
折
、
鎌
倉
を
訪
れ
て
い

た
義
重
に
頼
朝
は
直
に
姫
の
事

を
頼
み
込
み
譲
り
受
け
よ
う
と

す
る
が
、
義
重
は
承
知
す
る
事

無
く
、
遂
に
は
師
六
郎
と
再
婚

さ
せ
、
頼
朝
は
こ
の
事
に
憤
り
、

義
重
と
の
間
が
不
仲
と
な
る
。

文
治

（
一
説

に
は
治

承
四
年

（
１
１
８
０
）
庚
子
十
二
月
二

十
二
日
、
義
重
は
頼
朝
か
ら
気

色
（
内
意
？
信
任
？
）
を
受
け

る
と
言
う
）
二
年
（
１
１
８
６
）

丙
午
二
月
に
義
重
は
上
野
・
越

後
両
国
の
守
護
と
な
る
。
後
世
、

子
孫
は
両
国
の
間
に
領
地
を
有

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
土
地
の
名

を
冠
し
て
家
号
と
す
る
者
多
し
。

健
久
四
年
（
１
１
９
３
）
癸
丑

四
月
に
頼
朝
公
、
下
野
国
那
須

野
で
狩
り
を
行
い
、
そ
の
帰
路
、

上
野
国
に
立
ち
寄
り
新
田
の
城

に
逗
留
す
。
同
月
二
十
八
日
に

新
田
を
出
て
鎌
倉
に
戻
る
。
こ

の
時
、
山
名
冠
者
義
範
・
新
田

冠
者
義
兼
が
お
供
を
務
め
る
。

建
仁
二
年
（
１
２
０
２
）
）
壬

戌
正
月
十
四
日
に
義
重
は
上
野

国
新
田
郡
に
て
六
十
八
（
八
十

六
）
歳
で
逝
去
。
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義
範
と
い
う
即
ち
当
家
の
大
祖
也

次
は
大
新
田
太
郎
義
俊
と
い
う
後
に

群
馬
郡
里
見
に
居
住
し
て
里
見
太
郎

と
号
す
子
孫
繁
栄
な
り
次
は
新
田

太
郎
義
兼
と
い
う
義
重
の
家
督
を

継
て
新
田
一
流
の
祖
な
り
此
人
左
中
将

義
貞
七
代
の
祖
な
り
次
は
徳
川
四
郎

義
季
と
い
う
子
孫
繁
多
な
り
次
は
額
田

五
郎
義
経
と
い
う
子
孫
あ
り
次
は
新
田

冠
者
義
光
と
い
う
次
は
新
田
小
四
郎
義

佐
と
い
う
次
は
女
子
始
め
悪
源
太
義
平
の

妻
と
な
り
後
に
師
六
郎
に
嫁
す
次
は

新
田
判
官
代
義
隆
と
い
う
実
は
平
賀

冠
者
盛
義
が
三
男
に
し
て
新
羅
三
郎

義
光
の
孫
な
り
義
重
養
て
子
と

す

義
重
に
七
男
一
女
有
り
。

①
長
男
は
山
名
冠
者
義
範
、
即

ち
当
家
の
太
祖
。

②
次
は
大
新
田
太
郎
義
俊
、
後

に
群
馬
郡
里
見
に
居
し
里
見

太
郎
と
名
乗
り
、
子
孫
繁
栄

な
り
。

③
次
は
新
田
太
郎
義
兼
、
義
重

の
家
督
を
継
ぎ
新
田
氏
流
の

祖
と
な
る
。
義
兼
は
左
中
将

（
新
田
）
義
貞
の
七
代
前
の

先
祖
な
り
。

④
次
は
徳
（
得
）
川
四
郎
義
季

（
世
羅
田
義
季
）
、
子
孫
繁

多
。

⑤
次
は
額
田
（
戸
）
五
郎
義
経
。

⑥
次
は
新
田
冠
者
義
光
。

⑦
次
は
新
田
子
四
郎
義
佐
。

⑧
次
は
女
子
、
初
め
は
悪
源
太

（
源
）
義
平
の
妻
と
な
り
、

そ
の
後
、
師
六
郎
に
嫁
ぐ
。

②
次
は
新
田
判
官
代
義
孝
、
生

ま
れ
は
平
賀
冠
者
盛
義
の
三

男
で
、
新
羅
三
郎
義
光
（
義

重
の
祖
父
・
義
家
の
弟
）
の

孫
。
義
重
の
養
子
と
す
る
。
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新
田
大
炊
助
義
重

の
子
孫
は
上
野

下
野
越
後
に
繁
栄
せ
り
山
名
里
見

新
田
徳
川
額
田
大
嶋
田
中
大
井
田
高
林

平
澤
鳥
山
脇
屋
大
館
堀
口
一
井
世
良

田
江
田
豊
岡
金
屋
等
の
諸
氏
皆
其

子
孫
也
世
に
是
を
新
田
源
氏
と
称
す

足
利
陸
奥
守
義
康

の
子
孫
は

上
野
下
野
の
間
に
繁
栄
せ
り
矢
田

仁
木
廣
沢
荒
川
細
川
戸
賀
崎
足

利
岩
松
畠
山
桃
井
吉
良
今
川
斯
波

石
橋
渋
川
石
堂
一
色
上
野
小
俣
加
古

等
の
諸
氏
み
な
其
子
孫
な
り
世
に

是
を
足
利
源
氏
と
い
う
よ
り
て
式
部
太
夫

義
國
を
以
て
新
田
足
利
両
流
の
大
祖

と
す
る
者
也

新
田
大
炊
助
義
重
（
義
国
長
男
）

の
子
孫
は
上
野
国
・
下
野
国
・

越
後
国
に
繁
栄
す
る
。

山
名

・
里
見

・
新
田

・
徳
川

（
得
川
？
）
・
額
田
（
額
戸
？
）
・

ご

う

ど

大
嶋
・
田
中
・
大
井
田
・
高
林
・

平
沢
・
鳥
山
・
脇
屋
・
大
館
・

堀
口
・
一
井
・
世
良
田
・
江
田
・

豊
岡
・
金
屋
等
の
諸
氏
は
皆
そ

の
子
孫
な
り
。
世
に
こ
れ
を
新

田
源
氏
と
言
う
。

足
利
陸
奥
守
義
兼
（
義
国
二
男
）

の
子
孫
は
上
野
国
・
下
野
国
の

間
に
繁
栄
す
る
。

矢
田
・
仁
木
・
広
沢
・
荒
川
・

細
川
・
戸
賀
崎
・
足
利
・
岩
松
・

畠
山
・
桃
井
・
吉
良
・
今
川
・

斯
波
・
石
橋
・
渋
川
・
石
堂
・

上
野
・
小
俣
・
加
古
等
の
諸
氏

は
皆
そ
の
子
孫
な
り
。
世
に
こ

れ
を
足
利
源
氏
と
言
う
。

従
っ
て
式
部
大
夫
義
国
を
も
っ

て
、
新
田
・
足
利
両
流
の
太
祖

と
す
る
。

義

國

長

男

義
國

二
男


